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　H21 年度の時点で、小学校児童数は長岡市内では約 15,000 人、
新潟県内では約 130,000 人にのぼる。学童用家具 1 セットを製作
するために必要な材料は約 0.07 ㎥であり、県内において全てを木
製に変えた場合には約 9,000 立方メートルの木材の需要が見込め、





























本製品 ( 木製 ) スチール製
重量 4.5 kg 6 kg
スタック ○ ×
椅子（高さ調節無し）
本製品 ( 木製 ) スチール製
重量 3.5 kg 4 kg
スタック ○ ○
机（高さ調節無し）
本製品 ( 木製 ) スチール製




　・含水率：12% 前後（ケット科学 MOCO2 により簡易計測）
　・材料比重：0.37（平均比重）
　・平均年輪幅：5.0mm 前後















て旧 JIS S1021 に基づく繰り返し試験を行った。
　本年度は、商品化へ向けた試作であるため一回の試験におい








鋼板上に落下させる試験を 25 回 / 分の割合で ( 椅子は 5000 回 /
机は 2000 回 ) 行う。
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研究結果
　本年度の目標であった、前年度からの更なる軽量化、統一し
た仕口、部材数の削減によるコストダウンの実現、使用評価試
験合格を達成し、越後杉の学童用家具の開発に成功した。さらに、
本年度は高さ調節の無い椅子も開発した。
学童用椅子
　前年度の研究では使用評価試験に合格したものの、重量面で
課題を残したまま終了した。本年度の研究では、前作から 1.5kg
の軽量化を図り、高さ調節機能の改善により部材数を 3 点減ら
した上で、使用評価試験の合格に至った。
学童用椅子（高さ調節機能付き）製作断面図
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学童用机　製作断面／側面図
学童用机
本年度は前作よりも足下空間を確保するために、構造的に重要
だった左右の脚を繋ぐ部材を無くした。また、前作では小学校
で一般的に使用されているプラスチックケースを必要としたが、
今作では天板を蓋式の収納にする事により、机のみでの収納を
可能とした。さらに、天板は取り外し式とし子供達が６年間マ
イ天板として持ち回れるものとした。
　重量においては、前作から 1kg の軽量化に成功し、使用評価
試験にも合格した。
